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はじめに

教職員
風 土
と は ？

活性化
ツ ー ル
と は ？

学校現場には、様々な課題が山積しています。それらは決して１人で解決すること

はできません。わたしたち教職員が互いに高め合い、協力し合って組織的に対応してい

くことで、より豊かで質の高い教育活動が生まれます。

この研究では、その一助になればと思い、「教職員風土」に着目しました。

教職員風土を醸成・活性化するために、右の８つの視点が

大切です。さらに、特定のリーダーや管理職だけでなく、わたした

ち一人一人が意識を高めることが重要です。

そのために、日常的な業務の中で、気軽にこれらの視点を取

り入れることができるように、「教職員活性化ツール」を整理しました。これまで様々な

研究や各学校で取り組まれたものや、教員研修の中で考案されたものなど多様です。

日々実践していくことで、自然と教職員風土が活性化していくことを想定しています。

教職員同士のプラスの相互作用を促したり、自律的な成長を促したりする関係性や

雰囲気、環境のことを指します。教職員風土が醸成されることによって、組織の持続的

な成長につながります。

教職員風土は具体的に、右の７つの要素に支えられて

います。これらの要素が職員間や職員室で共有され、高ま

っていくことで、総合的に教職員風土が醸成されて質が向上します。この研究では、こ

の状態を「教職員風土の活性化」と定義しています。

 

① 対話・コミュニケーション 
② 振り返り・リフレクション 

③ 目的・ビジョンの共有 
④ 様々なリーダーシップの発揮 

⑤ 学年組織への働きかけ 

⑥ 居心地の良い職員室環境 

⑦ ＯＪＴの視点 

⑧ 遊び心・ユーモアの視点 

ⅰ

 

ア 協働性・同僚性が高い 

イ 心理的安全性が高い 
ウ 主体性が発揮できる 
エ 熟達志向が高い 
オ エンパワメントが高い 
カ 仕事への満足感（働きやすさ・働き甲斐）が高い 

キ 支援・伴走機能がある 



教職員活性化ツールに取り組むにあたって（お願い・心構え）

ツールは全部で６２種あります。まずは、ザっと眺めてみてください。そして、ご自身の働き方に合わせて、
選択して取り組んでみてください。何種類取り組んでいただいてもかまいません。ぜひたくさんチャレンジしてください。
＊計画的に…今週、これとこれをやってみよう／明日はこれにチャレンジしよう
＊思い付きで…今日、これならできるな／適当にページをめくってやってみよう など

短い時間で取り組めるツールです。単発で取り組めるもの、継続して取り組めるもの、組み合わせて取り組める
ものなどさまざまです（組み合わせも記載してあります）。実は無意識に取り組んでいた、いつのまにか組み合わ
せて取り組んでいた、ということもあります。こまめにページをめくってみてください。

取り組んだツールの記録と振り返りにご協力ください。こちらも短時間でできる様式を用意しました（P63）。コ
ピーしてダイアリーや週指導記録にはさんで使用するなど、こまめな記録をおねがいします。ご自身が「教職員風
土」を意識するきっかけにもなります。

取り組みに必要な物品で、校内で対応できない場合は、遠慮なくご連絡ください。また、ツール使用上の質問・
疑問がありましたらこちらも遠慮なくご連絡ください。（連絡先・お問い合わせは裏表紙にあります）

ご自身で取り組む、学年で取り組む、ペアで協働して取り組むなど、取り組み方はさまざまです。ぜひ、「今日一
緒に○○やりませんか？」と、積極的に仲間をみつけて取り組んでみてください。そのやりとりがコミュニケーション効
果を生みます。

   あなたの一歩が、教職員風土をよくします。
   ぜひ、一緒にチャレンジをお願いします！

ⅱ



【タイトル】 【概要】
【所要時間】
取り組む目安の時間を示しています。
読んですぐできるものもたくさんあります。

【取り組み方】
簡単な手順が示してあります。その通りで
なくても大丈夫。まずやってみましょう。

【活用場面】【活性化の視点】【人数/準備】
どんな場面で取り組めるか、どのような視点のツールなのかを示しました。必ずその
場面で取り組まなければいけないものではありません。ぜひ柔軟にチャレンジしてみ
てください。

【備考】【ワンポイント】
他のツールとの組み合わせや、取り組む上での留意点を示しました。
ぜひアレンジしたり自分流でカスタマイズしたりしてください。

ツ ー ル
の

見 方

ⅲ

■複数の場面や視点に
あてはまる場合は、代表的
なもの１～３つにチェックが
入っています。
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ⅴ

す ぐ で き る ！
１ 分 ツ ー ル
◆開始前１分会議  １
◆ねぎらい声かけ集  ２
◆指摘⇒「し・て・き」  ３
◆一言感想交換   ４
◆保護者対応フローチャート 11
◆気になるあの子トーク  13
◆ワークシート共有   14
◆学級通信交換   15
◆通りがかり板書のぞき  18
◆ミニおやつ    20
◆レジュメ交換   21
◆事前チェックリスト  23
◆連絡帳お返事交流  26
◆ありがとう付箋   27
◆職員室席替え   28
◆振り返りテーマ集   44
◆思考ツールde一歩前進 50
◆職員室にあふれさせたい言葉 54
◆一言めあて掲示   57
◆雑談    60

毎 日 で き る ！ ５ 分 ツ ー ル
◆週案コメント会   ５
◆ミニ反省会   ６
◆４行リフレクション  ７
◆放課後ミニクリーン  ８
◆板書交換    ９
◆StandUp学年会  10
◆チームde電話（面談） 12
◆教室環境ツアー   19
◆職員室３分クリーン  22
◆リフレーミングワークショップ 30
◆ミニ朝礼／朝学3分集合 31
◆おすすめ本紹介   34
◆時短術コンテスト   35

◆学年主任連絡会  38
◆学びの報告会   41
◆校務分掌報告タイム  42
◆授業づくりセルフチェック  45
◆学級づくりセルフチェック  46
◆学年会トークテーマ  47
◆学年アラカルト   48
◆校務分掌チェックリスト  49
◆支援級見学   51
◆県ガイドブック活用  55
◆校内さんぽ   56
◆グランドデザインを読む会 58
◆限定メンター制   62

ぜ ひ 学 年 で ！
◆週案コメント会   ５
◆StandUp学年会  10
◆チームde電話（面談） 12
◆職員室席替え   28
◆一人職さんご招待  29
◆ミニ朝礼／朝学3分集合 31
◆学年対抗○○大会  36
◆みんなで創る学年会  37
◆学年会トークテーマ  47
◆学年アラカルト   48
◆クレド作成   59

１０分～１５分ツール

◆情報コーナー    16
◆職員室ライブラリー   17
◆協働丸つけ・朱入れ   24
◆ピンポイント担任交換   25
◆一人職さんご招待   29
◆10分だけ参観   32
◆専門ミニ講座    33
◆学年対抗○○大会   36
◆放課後○○カフェ   39
◆放課後サークル   40
◆ミニケース会議   43
◆ツール作成ワークショップ  52
◆一緒に教材研究   53
◆クレド作成    59

◆みんなで創る学年会  37
◆学年コラボ授業   61

じ っ く り 系 ツ ー ル



｜
所要時間｜

◆開始前１分会議
行事指導など学年全体への指導の前に、
教職員で簡単な打ち合わせをします。

１
分

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備
２人～

必要に応じて、
段取りや見通しのわかる
１ペーパーメモ

まわりの先生方は、前で指導する先生をサポートできるようにめあてや段取りを把握
しましょう♪

１．立ったまま、円になって打ち合わせをします。

２．リーダー（主になる指導者）から、以下の３

つを話します。

①活動のめあて

②活動の流れ・段取り・留意点

③各々の役割

３．「よろしくお願いします！」

「がんばりましょう！」など、ポジティブな一言で

締めくくります。

１

取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜



｜
所要時間｜

◆ねぎらい声かけ集
頑張った（リードした、前で指導した）
教職員に、ねぎらいの一言を。

10
秒～

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備
２人～

とくになし

同僚の良さを見つけるアンテナを高くもちましょう♪
声かけのバリエーションは無限です♪ 【組】P27 「ありがとう付箋」

１．「ねぎらいあいうえお」を参考に、行事指導等

の後にサッと一言かけましょう。

２．具体的によかったところ・参考になったことなど

を添えると◎

２

取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜

＜ねぎらいあいうえお＞

ありがとうございました

いつも工夫があっていいですね
うまくいきましたね～さすが
えんりょなくヘルプ出してね
おつかれさまでした、たすかりました



｜
所要時間｜

◆指摘⇒「し・て・き」
気になることを指摘するときは、「し（質問）・
て（提案）・き（気付きの共有）」の視点で
前向きに。

10
秒～

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備
２人～

とくになし

気づき・モヤモヤは遠慮なく伝える」という事前の共通理解があると言いやすいですね♪
【組】P２ 「ねぎらい声かけ集」

１．行事指導等の後にサッと一言かけましょう。

２．指摘で終わらず、一緒に考えたり自分に

できることを提案したりすると、前進できます。

３

取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜

＜こんなフレーズいかがですか？＞
○～なった時は、どうすればいいですか？

（出来事を振り返り、次の行動につなげる「質問」）

○～でしたね。――してみたらどうでしょうか？
（出来事を振り返り、次の行動につなげる「提案」）

○～な時はどうすればいいかな。一緒に考えよう。
（次の行動を一緒に考える「提案」）

○～と感じました。―だったのかもしれませんね。
（子供の実態や背景を推察しながら「気づきの共有」）



｜
所要時間｜

◆一言感想交換
授業後に、となりの教室の教職員と授業
の振り返りトークをします。

30
秒～

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備
２人～

とくになし

形式にこだわらず、自然なコミュニケーションで振り返りしましょう♪
よかった点を積極的に言語化できるといいですね♪

１．1番印象に残った場面について、具体的に説

明します。

例：「この資料を出したら…」「～の発問で…」

「○○さんが～と発言して…～でした。」等

２．改善策や次時で意識したいこと等を話します。

３．やりとりで得た気づき等を週案等にメモしてお

くと効果的です。

取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜

もう少し時間配分を工夫すれば
よかったです。次は…。

4



｜
所要時間｜

◆週案コメント会
形式的な週案ではなく、効果的な活用
を試みてみましょう。

5

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備
２人～

週案

事前に連絡をして、準備ができるようにしておきましょう♪
ポジティブな一言、うれしい一言、気づきを促すアドバイスなどを返せるといいですね♪

１．学年会で、週案を持ち寄ります。

（その週の記録が記入してある状態）

２．学年内で交換し、付箋に一言メッセージを

添えて返します。

３．授業や子どもの様子をトークしながら取り組む

と効果的です。

５

取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜

分～

コメント会があるから、日常的に
週案を書く習慣にもなるね！



｜
所要時間｜

◆ミニ反省会
健診や専科授業など、通常とは異なる活動
の後、担当者を囲んでミニ反省会をします。

5

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備
２人～

とくになし

事前に会の実施を連絡しておきましょう♪
一人職の先生方をどんどん学年に巻き込みましょう♪

＜○○健診の例＞

放課後、保健室にて・・・

１．養護教諭からコメントをもらう。

（学年・子ども動きについて、健診結果について等）

２．学年から気になったことや今後の取組（学年

でできること等）などを話す。

３．必要に応じて、児童の情報交換をする。

取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜

分～

飲み物やおかしがあると
和やかになりますね！

6



｜
所要時間｜

◆４行リフレクション
短いリフレクションフォーマットで教育活動
や感情を整理します。

5

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備

週案・ノート等

４行でなくても、言語化できればOKです。週案の記録等に活用してみましょう♪

１行目．1日（１コマの授業）を振り返り、印象的だっ

た場面や起こった事実を書きます。

２行目．その事実でどんな感情が動いたか書きます

３行目. ２の構造（なんで２の感情になったか自分の

思考や特性、気づき）を書きます。

４行目. 明日（次回）どうするか、宣言を書きます。

★複数で取り組み、読み合ったりコメントし合ったりできる

と効果的です。

７

取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜

分～

２人～



｜
所要時間｜

◆放課後ミニクリーン
教室や昇降口など、子どもが使う場所を選ん
で、複数の教職員でペアやグループになって清
掃をします。

5

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備
２人～

必要な清掃用具

学年でペアをローテーションするなど、柔軟に取り組みましょう♪
今日は１組、明日は2組・・・と、こまめに続けられるといいですね♪

１．ほうきで掃くだけ、黒板を拭くだけ等、ピンポイ

ントの取組を１つ決めます。

２．２人以上で協力・分担して掃除します。

３．子どもの話、授業の話など、教育活動に関す

るおしゃべりをしながら掃除します。

取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜

分～

そうじは心が落ち着きます。
もちろん環境も整います。

8



｜
所要時間｜

◆板書交換
板書を材料に、授業や子どもたちについ
て語り合います。

5

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備
２人～

板書の写真
（実物を見合っても○）

事前に取り組むことを相手に伝えておきましょう♪
メール等で送ってコメントし合うことも可能です。個人情報等の扱いに十分配慮してください。

１．毎時間の板書を写真に撮っておき、「今日の

ベスト板書」を選びます。

２．複数の教職員で、写真をもとに授業の様子

を話し合います。

（ねらい、活動、児童の発言、気づき、良い点、改善点 等）

３．コメントし合います。

（まねしたい点、私ならこうする… 等）

９

取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜

分～

この写真を出したら○○さんが
～～発言してね・・・



｜
所要時間｜

◆StandUp学年会
予定や進度などの確認だけなら、立った
まま廊下などで済ませましょう。

3~5

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備

レジュメ・週報など

だらだらと時間をかけないことがポイントです。
大きな提案がある場合や、時間をかけて検討する必要がある場合は、しっかり腰をすえて学年会をしましょう♪

１．時間・場所・内容を事前に共有する。

（短時間なので、急遽・即席も可）

２．主任から伝達内容を端的に話す。

３．質問・確認・分担 等

４．学級のこまりや児童の情報があれば一人ずつ

話す。（必要に応じて、相互にコメント）

取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜

分

今週の予定だけ確認するね。
まず・・・

学年

10



｜
所要時間｜

◆
事前にフローチャートを作成しておき、判断・
行動のヒントにしましょう。

分～

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備

とくになし

ラミネートして学年の机など目に触れるところにに置いておくと安心です。

１．トラブルやケガなど、保護者連絡が必要な場
面で、フローチャートを確認して対応を判断し
ましょう。

※フローチャートの例はP69。

２．1人で対応せず、必ず複数で確認しながら進
めましょう。

３．必ず対応の記録を残しましょう。

11

取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜

１

２人～

フローチャートを学年でカスタマ
イズしたり、学校全体で共有した
りすることもできますね。



｜
所要時間｜

◆
保護者への電話連絡や面談は1人でせず、
学年の誰かとチームで行うことで安心につなが
ります。研修にもなります。

分～

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備

フローチャート
連絡内容のメモ

あらかじめ時間を決めておきましょう。
記録を残すことを忘れずに！

１．フローチャート（P67）を確認したり連絡内
容を整理したりして、メモを用意します。

（必ず手元に情報がある状態で連絡をしましょう）

２．電話をする際に、学年の教職員に近くで聞い
ていてもらいましょう。

（同席する教職員は、必要に応じてメモなどでサポートします）
（ベテラン教員の電話に同席することで、大きな学びが得られます）

３．終了後、内容を振り返ったり管理職に報告し
たりします。

取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜

5

２人～

管理職への報告も、複数で行うと
正確に伝達できますよ。

12



｜
所要時間｜

◆
ちょっとした気づきやモヤモヤを口に出すことで
光が見えることがあります。

分～

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備

とくになし

【組】P50 「思考ツールde一歩前進」
たくさんの先生が「その子」を知っている状態を作れるといいですね♪

１．学年会等で、気になる児童の情報交換の場
を設けます。

２．様子、事実、対応、担任の思いなど、情報を
話します。

３．聞く側は質問をして深ぼりします
＜深ぼり質問例＞
○～はどんな様子ですか？
○～するとどうなりますか？
○～にできることはありますか？ etc…

４．対応やサポートしていく姿勢を共有し、前向
きな会話で閉じます。
（相談者が少しでもホッとできるように・・・）

13

取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜

1

２人～
ホワイトボードに書き出したり
スマイルプランを読みあったりす
るのも効果的ですね。



｜
所要時間｜

◆ワークシート共有
共有の約束や場を決めておくと、利活用しや
すくなります。まずは、学年内から・・・

分

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備

とくになし

自由に使ったり、アレンジしたりしてよいことを共通理解しておきます。
学年を超えて参照する・学校全体で置き場を整える等、工夫ができますね♪

１．教科・活動ごとのフォルダを校内共有につくり
ます。

２．作成・使用したワークシート等を入れます。

３．学年会等で周知します。
使ってみてどうだったか、話題にするとさらに◎

取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜

１

２人～

共通して使うワークシート以外に、
オリジナルの資料がたくさんありま
すよね。ぜひ、紹介してください♪

14



｜
所要時間｜

◆学級通信交換
他学級や他の教職員の教育活動の様子をお
互いに知ることは大きな学びになります。

１
分～

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備
２人～

学級通信

学級だよりを作っていない先生方も、積極的に読者になりませんか？
【組】P16 「情報コーナー」の中にに、学級だより掲示もアリですね♪

１．学級通信を発行している教職員同士で、
交換協定を結びます。

２．発行時に、その教職員と交換します。

３．もらったら、短い言葉で（付箋等も可）フィー
ドバックします。

15

取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜

学級の様子がよくわかる
あたたかい通信ですね♪



｜
所要時間｜

◆情報コーナー
研修等で仕入れた情報、効果的だった実践、
専門分野に関することなどを、ぜひ共有しま
しょう。

分～

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備
２人～

ホワイトボード
ＰＯＰ 等

ＯＪＴコーナーとしてミニネタや授業のコツ、校務分掌からのリマインド
なども共有できるといいですね♪

１．職員室内に適当な場所を見つけ、ホワイト
ボード等で掲示・展示コーナーを作成します。

２．ＰＯＰで飾り付けたり、掲示物のフォーマット
をつくったりして工夫します。

３．周囲の教職員は、必要に応じて発信者に
フィードバックすると効果的です。

取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜

継続が大切ですね。一緒に
更新しませんか？

15

本の紹介や、研修の資料を
コピーしておいておくのもいいね！

16



｜
所要時間｜

◆職員室ライブラリー
教育書や教育雑誌、授業等で活用でき
る参考書をシェアしませんか？

分～

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備
２人～

参考図書
ブックエンド POP 等

仲間を募って合同で取り組むと、様々な本が集まって充実します。
ぜひ、協働でライブラリーを作りませんか？（それぞれの本に記名しておきましょう）

１．職員室内に適当な場所を見つけます。
（１番手近なのは、学年の机の端や棚の上です）

２．ブックエンド、段ボール、ミニイーゼル等で配
架・展示します。ＰＯＰ等で飾り付けしても
楽しいです。

３．自由に手に取ってよいことや、必要に応じて貸
し出しやコピー利用できることなどを周知しま
す。

17

取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜

P44「情報コーナー」と連動
させてもいいですね♪

15



｜
所要時間｜

◆
他の先生がどんな板書をしているか、実
際に見て学びませんか？

分～

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備
１人～

とくになし

できれば空きコマが望ましいですが、児童が活動している裏で学年の教室をサッと見
てくることもできますね♪

１．授業時間終盤に「さんぽ」します。

２．教室後ろのドアから、板書をのぞきます。

３．必要に応じてあとで質問をしたり、授業につい
てたずねたりすると効果的です。

取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜

じっくり見たい場合は、あらか
じめことわりましょう。

１

18



｜
所要時間｜

◆教室環境ツアー
掲示物や学習の足あと、係活動の様子
を見て学びましょう。

分～

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備
１人～

写真が撮れる機器

その場でお願いしたり、あらかじめことわってから見学したりしましょう♪
複数で「ツアー」をして、意見交換するのもいいですね♪

１．休み時間や放課後に、様々な教室をのぞき
ます。

２．必要に応じて、掲示物等の写真を撮ったり、
担任に質問したりして情報交換をします。

19

取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜

すてきな掲示物、まねしたく
なりますね！

５



｜
所要時間｜

◆ミニおやつ
おやつは心を温めます。
一言添えて、さらにあたたかく・・・。

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備

おすすめのおやつ

【組】P27 「ありがとう付箋」

１．お気に入りのおやつを準備します。

２．活用方法は、さまざまです。

取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜

秒～

え、それだけ？と思う取組が、
案外効果的かもしれませんよ。

２人～

10

＜おやつは心をひらくパスポート＞
○そっと机においておく
○ねぎらいの一言を添えながら
○子どもの話題、学級の話題のお供に
○お悩み相談、愚痴トークの緩衝材に

etc…

20



｜
所要時間｜

◆レジュメ交換
他学年の学年会ではどのようなことを話
しているのか、気になりませんか？

１
分

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備
２人～

学年会資料

自学年で見落としていたことや、意外なヒントが見つかるかもしれません♪
【組】P61 「学年コラボ授業」

１．それぞれの学年会資料を交換します。

（互いの主任にことわってから）

２．サッと目を通し、気になることや感じたことを一

言ずつ話します。

21

取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜

この単元でコラボ授業ができる
かもしれないね！



｜
所要時間｜

◆職員室3分クリーン
職員室環境が整うと心が元気になります。
ゆとりも生まれます。

3
分

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備
２人～

必要に応じて清掃用具

帰り際に３分、すっきりして帰りませんか？♪
終礼や職員会議のラストにみんなで取り組むのも◎です。

１．学年メンバー等に呼びかけ、複数で取り組み

ます。

２．机上、机下、棚・・・ポイントを決めて３分で

清掃・整頓します（分担も可）

３．今日の出来事や子どもの様子をトークしなが

らおすすめです。

取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜

机の下にものを置かない習慣が
つくといいですよね～

22



｜
所要時間｜

◆事前チェックリスト
健診や出前授業/専科授業等で、特に事前
の確認が必要な場合に作成してみませんか？

１
分

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備

チェックリスト

【組】P1 「開始前１分会議」  P10 「StandUp学年会」
P6 「ミニ反省会」

＜担当者が作成します＞

１．学年・学級であらかじめ確認/指導をしてほし

いことや、段取りをチェックリストにします。

※直前に配付する ※手書きメモ程度でOK

※提案資料にあらかじめ入れておく

２．直前に学年で共有します。

23

取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜

学年

＜〇〇授業チェックリスト＞
□ねらいを事前指導してください。
□服装は体操服です
□教室を〇：〇〇に出てください
□並び方、授業の受け方、持ち物は・・・
□事後指導は・・・・



｜
所要時間｜

◆
丸つけや朱入れは、複数で取り組むと
研修の場となります。時短にもなります。

15
分～

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備

ワークテスト
ワークシート 等

もちろん１人で取り組みたい時もあります。相手の先生に事前に相談して取り組みま
しょう。

１．テストやワークシートを持ち寄ります。できれば

同じものがよいです。

２．担当箇所を決めて分担したり、朱書きコメン

トを相談したりしながら取り組みます。

３．授業や活動のリフレクションをしながら取り組む

と効果的です。

取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜

２人～

問１～１０を一気に丸つけするか
ら、１１～２０をお願い！

そのコメント、
まねさせてもらうね♪

24



｜
所要時間｜

◆
朝の会や帰りの会、給食指導など、学級づくり
の細かな場面を実体験で研修しませんか？

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備

とくになし

他クラスの児童の様子・顔もわかり、一石二鳥です♪
【組】P7 「４行リフレクション」  P8 「放課後ミニクリーン」

１．交換するポイントを決めて、大まかな流れを

お互いに共有します（口頭で・簡潔に）

２．担任を交換して実践します。

（児童に聞きながら、補教に入るイメージで）

３．その学級の運営の仕方、指導していること

などを体感します。

４．それぞれが感じたことを振り返ったり、質問し

たりします。

25

取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜

分～
10

２人～
健康観察の進め方、いいですね。
どうしてあんなにスムーズなの？



｜
所要時間｜

◆
あの先生は連絡帳にどんなお返事を書くのだろ
う・・・？堂々と交換しちゃいましょう。

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備

連絡帳コピー

個人情報の取り扱い等に、十分配慮しましょう。

１．保護者からの連絡帳のお返事や、教職員か

らの連絡事項が書かれたページをコピーします。

２．交流する先生や学年内で、交換し合います。

（事前にことわりましょう）

３．書きぶりや内容を参考にして、必要なら質問

したり対話したりします。

取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜

分～
1

２人～
あたたかいお返事ですね。
このフレーズ、いただきます！

これは管理職に相談した方がい
いかも。一緒に行きましょう。

26



｜
所要時間｜

◆ありがとう付箋
ふとした時に、感謝やねぎらい・はげまし
の言葉が大きなプレゼントになります。

１
分～

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備
１人～

付箋

【組】P20 「ミニおやつ」 おやつもセットにすると、ほっこり。
元気づけ、相談、応援、お助け・・・付箋の可能性は無限です♪

１．伝えたい相手の素敵なところ、応援したいこと

等を、一言付箋にしたためます。

２．机等に、そっとセットします。

27

取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜



｜
所要時間｜

◆職員室席替え
座る場所が異なると、見える景色が異なります。
新たなコミュニケーションや発見が生まれるかも。

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備

とくになし

できれば「引き出し」ごと交換して、一定期間座ってみましょう♪
学年会をする場所を毎回変えるのもおもしろいです（職員室⇒教室⇒図書室…）

１．学年内で、席替えします。

２．その席で学年会をしたり、１週間座ってみたり

と、バリエーションを試しながら取り組みます。

取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜

分～
1

まずは今日の学年会だけやって
みるのはどうですか？

学年

28



｜
所要時間｜

◆
養教さん、教務さん、用務員さん、専科の先生
…校内の一人職さんを学年にどんどん巻き込み
ましょう。

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備

とくになし

特に用事がなくても…お菓子持参でおしゃべりタイムもいいですね♪

１．事前に、日時・場所・内容等を共有します。

２．ご招待（OR訪問）して、コミュニケーションを

しながら一緒に活動します。
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取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜

分～
15

連携が必要な時は、
一緒に作業・活動する
のが一番ですね！

２人～

＜こんな場面で＞
○ゲストティーチャーとしてご招待
○学年会にご招待
○一緒にお掃除
○給食のない日は一緒にランチ
○健診準備
○行事準備
○保護者連絡
○教材研究 一緒に子どもたちへ

の対応を考えてもらう
のもいいですね♪



｜
所要時間｜

◆リフレーミングWS
複数の目で、見方を変えると対応に光を
見出せたり、心が軽くなったりします。

5

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備
２人～

子どもや保護者の情報

【組】P13「気になるあの子トーク」

１．子どもや保護者の姿や、具体的なこまりを

書き出します。

２．「リフレーミング辞典」（P67～68）を参照し

ながら、その子（保護者）を別角度から捉え

直します。

３．今後の対応や、感じたことを交流します。

取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜

見方を変えたら、モヤモヤが少し
軽くなりました♪

ワークショップ

分～

「リフレーミング辞典」
出典：青森県総合教育センター
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｜
所要時間｜

◆
朝の意思統一は、一日の見通しをクリア
にします。

分

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備

学年会資料や週報

学年の予定や、共通して指導することなどを確認できると、安心・安定した教育活動
につながりますね♪

１．始業前や朝学習中など、時間を決めて集ま
ります（廊下等）

２．主任から、一日の見通しや留意点を確認し
ます。

３．メンバーから連絡があればします。

31

取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜

忙しい時こそ、確認・共有！

1~3

学年



｜
所要時間｜

◆10分だけ参観
「10分だけ」と決めておけば、気軽に・気
楽に授業研修ができます。

分

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備
２人～

とくになし
OR
ポイントを示したメモなど

学年内でローテーションにすると、教室に空白が生まれず安心です。
（例：１組授業 ２組参観 ３組が２・３組を見守り）

１．相手と予定を相談し、どの時間帯のどの部分
を見てほしいのか打ち合わせをします。
（広く周知して参観してもらうのも◎）

２．１０分間参観する（してもらう）
可能であれば、相互参観します。

３．授業後に、P4「一言感想交流」やP9「板書
交換」などを行い、振り返ります。

取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜

見てほしいポイントを１ペーパー
で共有すると効果だね

10

32



｜
所要時間｜

◆専門ミニ講座
校内には専門家がたくさんいます。専科の先
生、一人職の先生、○○が得意な先生から、
積極的に学びましょう。

分

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備
２人～

必要に応じて資料等

ＯＪＴ、自主勉強会として、バリエーション豊かに企画してみませんか？

１．誰に、どのようなことを教えてもらいたいのか計
画し、依頼・打ち合わせを行います。日時や
場所なども計画します。

２．講師としてお招きし、ミニ講座を実施します。
（自分が講師となって開催するのも◎）

33

取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜

個人・学年で気軽に開催できそ
うですね！

15

自分だけ
教わるのは
もったいない。
みんなに声かけよう。

＜ミニ講座例＞
○音楽専科「鍵盤指導法講座」
○養護教諭「養教不在時の応急処置講座」
○家庭科専科「ミシンの使い方講座」
○ＩＣＴ担当「生成ＡＩ講座」
○教務主任「所見のポイント講座」
○校長先生「保護者対応基本講座」 etc…



｜
所要時間｜

◆おすすめ本紹介
オンラインで多くの情報が入る時代…1冊の本
にまとめられた理論や知識、ハウツーはやはり
捨てがたいものです。

分

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備
２人～

おすすめ本

P16「情報コーナー」、P17「職員室ライブラリー」と連動させることもできますね♪

１．おすすめ（授業等に役立つ）本を用意しま
す。（教育書とは限りません）

２．学年会等で、５分程度で紹介します。
（必要に応じてコピーします）

３．学年机上に置いたり、回覧したりします。

取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜

ゲーム化して、ビブリオバトルなど
をしてもおもしろいですね！

５

34



｜
所要時間｜

◆時短術コンテスト
一人ひとりがもっている知恵を結集すれ
ば、たくさんのアイデアが集まります。

分～

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備
２人～

必要に応じて資料等

P16「情報コーナー」に集約したり、紙面開催したりするのもいいですね♪

１．コンテスト開催を呼びかけます。
（日時、規模、方法等）

２．参加者は、自身の時短ネタ・ワザを持ち寄り
ます。参加者同士で内容が重なってもOKで
す。

３．コンテストでは、1人1分で紹介します。

４．相互投票でチャンピオンを決めます。

35

取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜

ほんとに「ちょっとした」コツで、
時短になることがたくさんあります！

５



｜
所要時間｜

◆
子どもたちに活動させる前に、先生方でやって
みませんか。「勝負」すると燃えますよ。

分～

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備
複数学年

大会に必要なもの

チーム戦・個人戦など、工夫できます。

１．活動内容を企画します。
（内容、日時、場所 等）
※教材研究につながるものを体験できると◎

２．全力で楽しみながら、取り組みます。

取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜

子どもたちがどんな感覚で取り組
むのかを体感することができますね。

15

＜活動例＞
○国語「俳句作り・句会」
○算数「100マス計算大会」
○社会「地名探しゲーム」
○体育「ボール運動（ポートボール大会等）」 etc…
※実際には競わせないものも、ゲームとして勝負してみると盛り上がります。

36



｜
所要時間｜

◆
学年会の目的・内容が明確だと安心感につ
ながります。主任にすべて任せるのではなく、
一緒に学年会を創りましょう。

分～

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備

ホワイトボードや付箋

【組】P48 「学年会アラカルト」も参考にしてみてください♪

１．学年会で話す内容・協議することをみんなで
出し合い、検討します。プログラムをつくるイ
メージです。
（付箋でブレインストーミングすると◎）

２．話題に応じた担当や分担を決めます。
（予定確認担当、教科の分担、行事担当、
OJT担当、お楽しみ担当 etc…）

３．時期に応じた確認事項や話題を見通して、
大まかな学年会年間計画を作成します。

４．定期的に学年会の内容を見直し、より意義
のある会にしていきましょう。

37

取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜

どんな学年会にしたいのか、当事者
で話し合うことが重要です！

30

学年



｜
所要時間｜

◆学年主任連絡会
主任同士が情報交換したり相談したり
する機会は、意外と少ないものです。

分～

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備
２人～

とくになし

P39「放課後○○カフェ」の一つとして、のんびり主任会をしてもいいですね♪

１．学年主任で集まって５分程度、各学年から
周知したいことや困りごとを話します。
（運営委員会後などがおすすめです）

２．P21「レジュメ交換」やP37「みんなで創る学
年会」の情報交換の場としても効果的です。

取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜

全員で形式的に行う必要はあり
ません。主任同士のちょっとしたお
しゃべりの場になれば◎

５

38



｜
所要時間｜

◆放課後○○カフェ
休憩でもなく、研修でもありません。お茶
を飲みながらゆるやかに・・・。

分～

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備
２人～

飲み物 おやつ

「場」が設けられていることで、安心して参加できますね♪

１．日時、場所、内容、持ち物等を必ず２人以
上で企画し、周知します。
（C4thやP16「情報コーナー」等）

２．自由参加、自由退出でのんびりトークしましょ
う。

39

取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜

学年を超えて、おしゃべりの場が
あることは素敵です！

15

＜企画の例＞
○お悩み相談会 ○板書トーク ○授業トーク
○気になるあの子トーク
○行事（○○）について思っていること
○家族のこと、他愛のない話
○最近の失敗談
○うちの学校、こうなったらいいのに！ etc…



｜
所要時間｜

◆放課後サークル
「クラブ活動」の教職員版です。楽しいこ
とを通してより良い風土をつくりましょう。

分～

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備
２人～

活動に必要なもの

勤務時間内なら、他の業務に十分配慮してください。
勤務時間外なら、退勤時間や家庭事情等に十分配慮してください。

１．活動を企画して、参加者を募ります。
（業務と関係ない場合もあるので、プライベー
トな呼びかけがおすすめです）

２．時間を決めて、活動を楽しみましょう。

取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜

楽しんで取り組んだことは、教育
活動にも生かせるかもしれません。

15

＜サークルの例＞
○リコーダー ○プログラミング ○手芸
○ストレッチ ○読書会 ○筋トレ
○ヨガ ○チョークアート ○コーラス etc…

40



｜
所要時間｜

◆学びの報告会
研修やセミナー等に参加したら、自分だ
けにとどめておかずにぜひ共有を。

分～

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備
２人～

研修会等の資料

まとめたり、伝えたりする活動が学びになります♪

１．日時、場所等を企画し、周知します。

２．参加者は、学んだことを伝える資料やレポート
を用意します（カンタンなものでOK）
もちろん「聞く専」もOKです。

３．1人２～３分で発表します。必要に応じて質
疑応答の時間を取ります。

４．詳しく知りたい場合は、個々に情報交換を行
います。

41

取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜

何か新たな学びを得たら、気軽に
開催しちゃいましょう！

５



｜
所要時間｜

◆
分掌や部会で話し合われたこと、困りご
と等を学年で共有する場を設けましょう。

分～

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備

部会等の資料があれば

「あたりまえ」かもしれない取組でも、明確に時間と場を設けることで互いに高め合う教
職員風土につながります。

１．学年会で、報告タイムを設ける。
（P37「みんなで創る学年会」でルーティン化し
てもいいですね）

（P10「StandUp学年会」、P31「ミニ朝礼」
のなかに含めるのも◎）

２．担当から報告や相談を行う。

３．必要に応じて、意見やコメントを返す。

取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜

担当だけ知っている⇒みんな知っ
ているがいいですよね。

５

学年

42



｜
所要時間｜

◆ミニケース会議
本腰入れたケース会議は時間もかかり、負担
も大きいです。とりあえず状況整理・情報共有
だけでも・・・そんな時にぜひ。

分

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備

児童情報・思考ツール

少人数で、学年で、管理職や養護教諭を交えて・・・気軽に開催してみましょう♪

１．日時、場所を決めて周知します。短時間なの
で、その場で急遽…も可。

（P13「気になるあの子トーク」の延長としても◎）

２．担任から児童情報を提供します。
（フォーマットを活用します）

３．「フィッシュボーン」や「KWL」などの思考ツール
を使って状況を整理したり意見を出し合ったり
します。
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取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜

15

２人～

「シンキングツール」
出典：NPO法人学習創造フォーラム

P50「思考ツールde一歩前進」も
参照してください。



｜
所要時間｜

◆振り返りテーマ集
「やりっぱなし」⇒「こまめな振り返り」に
よってよりよい教育活動につながります。

分

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備

とくになし

P4「一言感想交換」P7「４行リフレクション」等の振り返り系ツールと併用すると◎
質問をオリジナルで追加したり、一覧を印刷して手元においたり・・・工夫を♪

１．授業後、行事後、一日の終わり等、様々な
場面で振り返りテーマ集を使って振り返ります。
（１～２つテーマを選びましょう）

２．他の教職員と振り返りトークをしたり、週案記
入に活用したりしましょう。

取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜

２人～

１

＜振り返りテーマ＞
○（授業・活動）のよかった点
○（次に向けた）改善点・取組
○印象に残った子どもの姿を具体的に
○支援が必要な児童へのアプローチは妥当だったか
○安心感・信頼感を育む関わりができていたか
○子ども同士の関係性や協働の質をどう感じたか
○同僚との対話・学び合いが促進されていたか
○時間の使い方・優先順位はどうだったか
○ICT活用は適切だったか
○評価の方法や内容は適切だったか
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｜
所要時間｜

◆
授業づくりを多様な視点でチェックし、自分の
中で大切にすることを明確にしましょう。

分

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備

チェックシート

週に１回、2週に１回など、定期的に取り組むと意識が高まります。他の教職員に声
をかけて、一緒に取り組んでみてください♪

１．チェックシート（P64）を使って、授業づく
りをチェックします。

２．改善点や明日からの取り組みを考えて、他の
教職員とトークしたり週案に書き込んだりしま
す。
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取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜

２人～

５

チェックシートは印刷して週案や
ダイアリーに綴じておきましょう。



｜
所要時間｜

◆
学級づくりを多様な視点でチェックし、自分の
中で大切にすることを明確にしましょう。

分

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備

チェックシート

週に１回、2週に１回など、定期的に取り組むと意識が高まります。他の教職員に声
をかけて、一緒に取り組んでみてください♪

１．チェックシート（P65～66）を使って、学級づ
くりをチェックします。

２．改善点や明日からの取り組みを考えて、他の
教職員とトークしたり週案に書き込んだりしま
す。

取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜

２人～

５

チェックシートは印刷して週案や
ダイアリーに綴じておきましょう。
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｜
所要時間｜

◆
学年会のはじめやおわりに、トークタイム
で一息入れませんか？

分～

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備

テーマカード

P39「放課後○○カフェ」のネタにもどうぞ♪

１．テーマ集の中から、1つテーマを選びます。
（サイコロアプリ等でランダムにすると◎）

２．テーマについて、1人１分で話します。

３．ポジティブな反応や頷き、相槌で場を温めま
す。必要なら、深掘りしたり相談にのったりしま
す。
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取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜

５

＜トークテーマ集＞
①今日の「やってみた」
②今日の失敗
③今日の気づき
④困ってます・悩んでます
⑤今日の収穫
⑥今日の○組、今日の○○さん
⑦週末の予定
⑧やりたいこと・やめたいこと
⑨愚痴、聞いてもらっていいですか？
⑩1週間の子どもの変化・変容

学年

テーマが決まっていると、自
分の振り返りにもなってい
いですね！



｜
所要時間｜

◆学年会アラカルト
学年会でできる取り組みを集めてみまし
た。

分～

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備

必要に応じて資料など

学年会に限らず、休み時間や放課後のちょっとした時間で取り組めます♪

○報連相タイム
○困り共有・お悩み相談タイム
○やりたいことを語る会
（学年イベントやチャレンジしてみたいことを語る）

○やりたくないことを語る会
（気が重いことや、面倒くさいことを、語る）

○成功体験報告会
（うまくいったこと、子どもの素敵な姿を報告！）

○対応記録報告会
○ミニ表彰タイム
（先生同士、素敵な姿を表彰しちゃいましょう！）

○学年ＯＪＴ～見せて・教えて～
○ミニレクリエーション（バレー？バスケ？卓球？）
○お誕生日パーティ

取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜

学年会を「ちょっと楽しく」「ちょっと
役に立つ」場にしたいですね！

学年

５
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｜
所要時間｜

◆
校務分掌の仕事は明確に教わることが少なく、
自己流で進むことが多いのでは・・・？

分

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備

チェックリスト

チェックリストをもとに、同じ分掌の教職員や部会で一緒に確認すると◎ 49

取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜

２人～

5
＜チェックリスト＞
□取組・業務の書き出し（明確化）
□必要な根回し
□スケジュール
□進捗状況の可視化
□分担
□提案資料作成
□教務・管理職事前相談
□外部機関との渉外
□他の分掌・部会内での調整相談
□提案
□物品の確認
□記録
□保管
□反省⇒次提案へ反映
□
□

段取りが共有されて
いると、安心ですね♪



｜
所要時間｜

◆
情報の整理・共有、次の一手を考えるの
に気軽に思考ツールを活用しましょう。

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備

各種思考ツール、付箋

ちょっとした課題解決のワークショップとして、様々な場面で活用できます。
行き詰ったら、まずは書き出してみるのがおすすめです♪

１．活用場面を考え、適切な思考ツールを選び

ます。

２．複数でわいわいトークしながら取り組むと効果

的です。

取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜

秒～

２人～

10

＜活用例＞
○授業のリフレクション⇒「ＰＭＩシート」
○保護者対応の作戦⇒「ステップチャート」
○あの子への支援⇒「キャンディチャート]
○教材研究⇒「プロットダイアグラム」
○行事のアイデア出し⇒「イメージマップ」 etc…

「シンキングツール」
出典：NPO法人学習創造フォーラム
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｜
所要時間｜

◆支援級見学
現場を実際に見て、支援を必要とする子
への手立てを学びましょう。

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備

とくになし

時間を限定して、給食や休み時間に、空きコマに・・・柔軟な運用をしてみましょう♪
【組】P4 「一言感想交換」 【組】P27 「ありがとう付箋」

１．事前に日時等を相談します。

２．参観したり、必要に応じて支援や補助をした

りします。

３．授業後や放課後、担当者にフィードバックしま

す。（感じたこと、学んだことなどを伝えます）
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取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜

分～

１人～

５

掲示物や学級システムも参考に
なることがたくさんありますね！



｜
所要時間｜

◆ツール作成WS
この冊子でお示ししているツールのほかに、先生
方の実情やニーズに応じて作成してみてください。

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備

ツール作成ワークシート
付箋

本書で紹介したツールのアレンジや派生版が生まれると嬉しいです♪

１．「活用場面」「活性化の視点」が記入された

マトリクスシート（P70）を拡大します。

２．付箋でアイデア出しをします。

３．付箋を貼るときは、「どんなツール・取組か」を

簡単に説明します。

４．否定はせず、あたたかい反応でトークします。

５．実践可能なものを選び、手順書に

起こします。

取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜

分～

２人～

ワークショップ

10
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｜
所要時間｜

◆一緒に教材研究
教材研究・授業づくりを複数で取り組むと、
時短になったり深まったりします。

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備

一人でこだわって・・・も大切です。使い分けてください♪
単元や教科を分担して教材研究し、シェアするのもいいですね♪

１．単元のめあてや主な活動を確認・共有します。

（指導書や指導要領に一緒に目を通します）

２．１ｈずつ、簡単な流れ・発問・資料等を相

談しながら決めていきます。

３．資料・素材等を分担して準備します。
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取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜

分～

２人～

15

＜相談に役立つ問い＞
まずどうする？次は？活動は？資料は？
気を付けることは？何て発問する？
資料の出し方は？板書は？ノートは？グループは？

etc…

話しながら、自分の学級に
最適化していくといいですね。

教科書 指導書
指導要領 等



｜
所要時間｜

◆
教職員風土醸成のベースは、コミュニケーション・人と
のかかわりです。職員室をあたたかく思いやりのある場
にするのは、あなたです♪

１
秒～

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備
２人～

職場・相手・自分を
大切にする心

【組】P50 「思考ツールde一歩前進」
学年や教職員全体で言葉を増やす取組も素敵ですね♪

取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜

＜あいさつ＞
「おはようございます、今日もよろしくお願いします」
「おつかれさまです、さっきの対応すてきでしたね」

＜感謝・ねぎらい＞
「さっきの対応、助かりました。ありがとうございます」
「いろいろ動いてくださって、本当に助かっています」

＜寄り添い・思いやり＞
「大変でしたよね、少し休める時間ありますか」
「何かできることありますか」

＜はげまし＞
「その調子です！あと一歩です！」
「もう少し攻められますね！手伝います！」

おつかれさまでした！
お先に失礼しま～す！
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｜
所要時間｜

◆県ガイドブック活用
授業づくり・学級づくりについて、５分のミニ研
修をしませんか。優れた資料が整っています。

５
分～

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備
２人～

県ハンドブック

【組】P39 「放課後○○カフェ」等の素材としても活用できますよ♪

１．ガイドブックをダウンロードし、目次からテー
マを決めて（選んで）読む。

２．大事だと思ったこと、気になること、発見等
を意見交換する。

３．すぐできること、変えられることを決めて、
実践してみる。
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取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜

５分だけなら、負担感なく
続けられるね、明日も読もう

「授業づくりハンドブック」
（２種類あります）
出典：千葉県総合教育センター

「学級づくりハンドブック」
出典：千葉県総合教育センター



｜
所要時間｜

◆校内さんぽ
他の学級の様子、児童の様子を見る＆知る
→教職員同士の相互理解のきっかけにもなり
ます。

５
分～

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備
１人～

とくになし

【組】P18 「通りがかり板書のぞき」 【組】P19 「教室環境ツアー」
専科の先生は「ミニ出張授業」などもできそうですね♪

１．タイミングを決めて、様々な教室をのぞきなが
らさんぽします。

（授業中なら、あらかじめことわっておきましょう）

２．先生の様子、子どもの様子、環境等をフラッ
トな目線でのんびり観察します。

３．自身の教育活動に生かすとともに、気になる
ことがあれば後でフィードバックします。

取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜

休み時間に他クラスの児童と
遊んだり関係づくりをしたりす
る中で気づくこともありますね！
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｜
所要時間｜

◆一言めあて掲示
めあてが明示されていることで、自律的・主体
的な行動に変化します。子どもも、教職員も！

１
分～

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備
１人～

画用紙
ホワイトボード 等

子どものめあてを掲示することで、教職員は「指導目標」を意識できるようにします。

１．事前にめあてやねらいの確認や共有をします。

２．めあてを一言（一文）で表現し、掲示します。

３．授業終了後、振り返りの視点として活用しま
す。
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取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜

めあてだけでなく、手順・段取
り（活動の流れ）を掲示すると、
指導の見通しがもてますね！

＜この時間のめあて＞
資料から、たくさんの
気づきを見つけて
学習問題をつくる。



｜
所要時間｜

◆
学校のグランドデザインや経営方針は、「大切
にすること」を確かめるヒントです。ぜひ、こまめに
チェックしましょう。

５
分～

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備
２人～

学校グランドデザイン
学校経営方針 等

読む箇所を変えながら、繰り返し取り組むことで教育活動の視点が広がるとともに、
教育観が養われます。

１．学年会等で、グランドデザインの読み合わせを
します。

（読む箇所を決めて、ピンポイントで取り組みます）

２．読んだ部分について、自身（学級）の現状
や課題を出し合い、トークします。

３．明日からできるアクションを１つ決めます。

取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜

個人の目標を見直したり、
学年で意識するポイントを決め
たりするのもいいですね。
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｜
所要時間｜

◆クレド作成
「クレド」とは信条・行動指針を明文化したものです。
学校のグランドデザインや自身の目標申告などから、
自分のクレドを作ってみませんか？

分～

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備

グランドデザイン
目標申告 等

企業のクレドが参考になります。検索してみてください。
作ったクレドをお互いに見比べるのもおもしろいです♪

１．グランドデザインや目標申告から、特に大切に
したいことを抜き出し、「～します」の宣言文の
形でリスト化します。

（項目数に決まりはありませんが、多すぎると意識が向きにくくなります）

２．小さく印刷してダイアリーや週案に張り付けた
り常に持ち歩いたりします。いつでも確認でき
ることがポイントです。

３．一日の終わりにリフレクションする材料として活
用すると効果的です。
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取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜

１人～

学年会で「学年クレド」を作成
するのもいいですね。どんな学年
になっていきたいのか話し合いま
しょう♪。

15



｜
所要時間｜

◆雑談
何気ないコミュニケーションが関係性をつく
り、教職員風土をあたためます。

分～

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備

とくになし

朝の職員室、休み時間、放課後、更衣室で、職員室で、廊下で・・・・・。

○何気なく雑談するのがお好き・得意な方は、
ぜひそのままお続けください。

○苦手な方は、「質問」がおすすめです。

＜雑談質問集＞
・最近ハマっていることはありますか？
・休日の過ごし方はどんな感じですか？
・最近見た映画やドラマで面白かったものは？
・最近読んだ本で良かったものは？
・好きな音楽やアーティストは？
・ストレス解消法は何ですか？
・よく行くお店はありますか？
・仕事で嬉しかったことはありますか？
・最近買って良かったものは？
・朝のルーティンはありますか？ etc…

取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜

２人～

P44「振り返りテーマ集」
P47「学年会トークテーマ」
そのまま使えます！

１
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｜
所要時間｜

◆学年コラボ授業
２つの学年（ペア学年等）でコラボレーション
しませんか？先生方の協働の場にも、子ども
たちの学びの場にもなります。

分

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備

必要に応じて

P1「開始前１分会議」など、併用できるツールが多いと思います。ぜひ、ツール活用も
計画の中に組み込んでみてください♪

１．学年主任を中心に、コラボレーション計画を
立てます。（各学年に担当者を置いて、連絡・調
整をすると◎）
＜例＞
１－６年 長縄教えて集会
２－４年 国語で作った詩の交流
３－５年 総合の学習発表会
５－６年 最高学年引継ぎ運動会 etc…

２．分担して、準備・運営を行います。

３．終わったら、ぜひお疲れ様会を！
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取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜

２学年～

45



｜
所要時間｜

◆限定メンター制
授業づくりや行事運営、細かな生活指導の
場面などを「限定して」メンター制をとりいれて
みませんか？

分～

活

用

場

面

活
性
化
の
視
点

□授業づくり  □学年会

□学級づくり  □始業前・休み時間・放課後

□行事等の全体指導 □保護者連携

□個別の支援  □校務分掌 等

□専科授業／健診 等 

□対話やコミュニケーション □居心地の良い職員室環境

□リフレクション（振り返り） □ＯＪＴ機能

□目的・ゴール・ビジョンの共有 □ユーモア・遊び心

□様々なリーダーシップの発揮

□学年組織への働きかけ

人

数

／

準

備

とくになし

サポートの仕方は行事や授業の規模によって異なります。短い時間で繰り返し・・・を
大切にできるといいですね♪

１．伴走してほしい内容に応じて、メンターを探し、
依頼をします。

（○月○日の～～の場面を見てアドバイスもらえますか？）
（○○の進め方について教えてください）
（○○について、一緒に準備をしてもらえませんか？）etc…
※メンター側が助言やアドバイスを申し出るのも◎です。
（○○について、一緒に進めてもいいですか？）
（○○の授業を見て、コメントさせてもらってもいい？）etc…

２．事前に内容や見てほしいポイントなどを伝え、
実践します。

３．放課後等に、短い時間でフィードバックをしま
す。

取 り 組 み 方

｜
｜｜

｜｜

5

２人～

ベテランが若手に学ぶこともあり
ますね♪経験・年齢関係なく、一
緒に成長しましょう。
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69

保護者対応フローチャート例

トラブル発生・児童がケガをした

必要に応じて緊急の措置・処置

事実の把握
事情の確認

指導が必要な
場合は行う

主任・該当教員と共有

Check！
□当該児童の情報は十分か
□必要な指導はしたか
□ここからの対応は明確か
□ここまでの記録はしてあるか

管理職に報告

連絡不要保護者に連絡
・話す内容・順番
・声のトーンやスピード
など事前に主任と確認！

保 護 者 か ら 連 絡 が あ っ た

電話連絡

・連絡をいただいたことへの感謝
・事実を確認する旨と、いつまでに連絡
するかを明確にして、一旦電話を終える

Check！
□当該児童の情報は十分か □必要な指導はしたか
□ここからの対応は明確か □ここまでの記録はしてあるか

管理職に報告

保護者に連絡
・話す内容・順番
・声のトーンやスピード
など事前に主任と確認！

連絡帳

・連絡をいただいたことへの感謝
・放課後に電話連絡する旨を返答する

軽微なものは
そのままお返事する。
３行以上は返信しない！

事実の把握
事情の確認

指導が必要な
場合は行う

主 任 ・ 該 当 教 員 と 共 有

・連絡帳は必ずコピーする！

AED
救急車は？
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お問い合わせ

お問合せ用
公式LINEアカウント

メールでのお問い
合わせはこちらへ
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